
名所旧跡

直径約三メートル深さl･九メートルのくぼみに水をたたえた大岩で'この滝壷が｢石鯛｣であるoまさに石の大鍋で､この愛称は享保十三年(一七二八)　の『地下上申絵図』にも地名として記録されており､現在も小字名として残され'また最後に転出した野利家の門名でもあった｡気の遠くなるよぅな長年月の侵食作用によるものであろうが､それにしても自然の力の偉大さに驚かされる｡○夜泣き岩　(河内)

朝田川に架かる郷多良橋を渡って旧道を馬庭に向けて上り'朝出神社(五ノ宵)跡を少し過ぎると,
左手の山すそに大きな岩がある｡これが｢夜泣き岩｣である｡その由緒などはよくわからないが'古老の話によると､夜泣きする子を連れてお参りするとご利益があったという｡
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盛観轟適意転
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年　表

七五二年(天平勝宝四)･植野川流域に東大寺の荘園｢椙野庄｣が開かれる｡

平　安二一八五年　(寿永四)

一一八六年　(文治二)

鎌倉i;;;i::-qiM."

1二九九年　(正宏元)

周防国は東大寺再建の料国となり､重源が国司となる.このころ､国衡街として湯田保･黒川保･朝田保･勝井保･千代丸保があった.大内氏の一族黒川五郎が岩富･黒川あたりを支配して館を築く｡西明寺　(現最明寺)　が創建されたといわれる｡若宮八幡宮が宇佐より勧請され創建されたといわれる｡

l三六〇年　(正平十九)一三六〇年頃

･大内弘世が山口に館を移すo

(弘世は､勝井の熊野権現社を勧請･建立したといわれる)

･石州街道が通ずる｡

一四六九年　(文明元)一四八〇年　(文明十二)一四九七年　(明応六)

宗像氏郷､大内家に属するo連歌師宗祇が山口を訪れる｡大内義興が周防五社話を行いー五ノ宵大明神(朝田神社の前身)　へ参詣するo
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年　表

一七一五年　(正徳五)一七一九～二五年

(享保凶～十)

一七二三年～一七五三年

(享保八～宝暦三)

一七三九年　(元文四)一七五五年　(宝暦五)一七五七年　(宝暦七)一七九九年　(寛政十.)一八一五年　(文化十二)

三三年(文政五)

一l八三年(天保二)
二八三八年　(天保九)一八四二年　(天保十三)

岩富公会堂横の庚申塔が造られた｡一七七〇年代は青面金剛像t l八〇〇年代は猿田彦の塔が大歳各地に建てられた｡
(庚申信仰)

高井墓地の地蔵像が､この年造られたo　こののち数年間のうちに.矢原･朝田二二作･周布町などの五体が造られているo　(地蔵信仰)｢防長地下上申｣　が作成される｡教正寺改め､養元寺となる｡山下玄良が生まれる｡和田の大乗妙典宝塔が建立される｡吉敷村との水争いが起きる｡庄屋伊藤五兵衛親子は郷之尾糧の水不足を補うため.山に水路を掘り抜く｡山下玄良六十l歳でなくなるo岩富公会堂横の馬頭観音像ができるo　大歳の馬頭観音はf八〇〇年代に多く造られるo防長両国に百姓1撰起きる｡吉富家･山田家も打ちこわしにあうo吉富美之助　(簡こ　が生まれる.薄は諸郡村に　｢風土注進案｣　の録上を命ずる｡

年　表

一八六四年　(元治元)一八六五年　(慶応元)

湯田川の通船工事着手される｡井上聞多讃井で襲われ重傷をうけるo周布政之助が吉富家で自刃o　四十二才o高杉晋作･伊藤俊輔　(博文)､赤間関に兵を挙げる｡湯田川の通船工事完了､開通する｡吉富藤兵衛　(筒.)　鴻城軍をつくり､井上聞多を総督として戦うo

一八六九年　(明治二)一八七〇年　(明治三)一八七一年　(明治四)一八七三年　(明治六)一八七四年　(明治七)一八七七年　(明治十)一八七九年　(明治十二)

大歳地区は矢原村･朝田村の∴村となるo　(黒川市･岩富は対岸の黒川村に統合される)朝田の関屋土手が石畳に改修される｡廃藩置県により､山口･岩国･豊浦･消末の四県を置き､同年十l月に四県を廃して　｢山口県｣　を置く.五ノ宵は郷社に認定され､朝閃神社となる｡他の六社はすべて村社と認定されるo大･小区制の採用により､大歳は　｢第十大区第六小区｣　となる｡朝田小学校が創設されるo下宇野令利と協議して高田小学校をつくるQ　(朝田小学校は分校となる)村は再び矢原利･朝田村になり堪野川が村境となる｡



年　表

明　治

一八八七年(明治二十)一八八九年(明治二十二)一八九四年l八九五年一八九八年､九〇〇年一九〇一年一九〇八年.九〇九年

(明治二十七)(明治二十八)(明治三十T)(明治二十二)(明治三十四)(明治四十一)(明治四十二)

二村連合体となり､黒川市に役場が置かれたo椙野川改修の起工式が行なわれる｡市町村制施行により､矢原･朝田の両村は合併､｢矢原朝田村｣　となる.矢原朝田村巡査駐在所が黒川市に設置される｡構野川の堤防工事が完了｡小郡の丸山から岩富まで堤防上に県道が移るo矢原の一等水準点が設置される｡高田尋常高等小学校火災で焼失し､学校組合を解散する｡大歳尋常小学校が現在地に新設される｡村名を大歳村と改める｡山陽鉄道(三田尻～厚狭)　が開通する｡豊年橋架け替えられる｡軽便鉄道(小郡新町～湯田)　が開通するo村内七社の合紀がまとまり､｢郷社朝田神社｣として現在地へ移築遷座したo

7九l三年一九一四年l九1五年

(大正二)(大正三)(大正四)

普通鉄道の山口線(小郡～山口)が開通する｡吉富簡lが亡くなる.七十七才｡秋穂渡瀬橋架橋されるC大歳郵便局ができるo

年　表

l九二七年一九二九年l九三一年一九三二年一九三二年一九三五年

(昭和二)(昭和四)(昭和六)(昭和七)(昭和八)(昭和十)

大歳村に初めて電灯がつくo石津橋が無け替えられる｡県道　(小郡～山口)　が国道十七号線となる｡小郡～山口間に植野自動車商会のバスが運行されるQ大歳郵便局に初めて公衆電話がつく｡

一九三六年　(昭和十一)一九四‥年　(昭和十六)一九四二年　(昭和十七)一九四三年　(昭和十八)一九四四年　(昭和十九)

大歳競馬場ができる.山口町と吉敷村が合併して山口市となる｡周布政之助の顕彰記念碑が建てられる｡小郡～山口間に道路新設｡国道-七号となるo供有機が架けられる｡村内に電話五台がつくC山口線に矢原駅ができるo大歳橋･黒川橋･千代丸橋が無けちれ､共有橋が改修されるo大暴風雨で椙野川･吉敷川の堤防が切れる.山口ゲンジボタルの発生地が天然記念物に指定される｡松村和子選手ベルリンオリンピックに出場するo大歳村会で山口市への合併を決める｡台風で大きな被害を受けるo山口定期自動車会社を買収し､山∪市営バスが発足する｡大歳村など､二町七村が山口市と合併する｡



年　表

昭　和

.九四五年(昭和二十)一九四六年　(昭和二十一)一九四七年一九四八年一九四九年一九五一年一九五二年一九五三年一九五四年一九五五年一九六〇年一九六一年一九六三年

(昭和二十二)(昭和二十三)(昭和二十四)(昭和二十六)i(昭和二十七)I(昭和二十八)帆(昭和三十六). ■(昭和三十八)I

一九六六年　(昭和四十こ

太平洋戦争終り､山口市に占衛軍くる｡｢自作農創設特別措置法｣　が制定され､地主の保有面積が制限され､自作農が多数誕生する｡学制改革により六･三制となり大歳小学校となる｡農業協同組合ができる｡大歳公民館が設置される｡山口市消防団大歳分団が発足するo大歳養鶏農業協同組合が設立される｡矢原に市営住宅五十五戸ができる｡平川と結ぶ石津橋が改修される｡国道十七口.rT練は､l級国道九口.P練(京都～小郡)　となる｡市営バス大歳線が開通するo旭幼稚閲開園する｡大歳支所が出張所と改められる〇二斗代橋が架設される.国鉄山口線にディーゼルカーが配置される｡大歳出張所は黒川市(千代丸橋側)　に新築移転するo大歳地区で有線放送が始まるo県陸上競技場ができ､第十八回国民体育大会が開催されるo大歳公民館が新築　(出張所横)　される｡山口測候所が開設される｡

年　表

一九六七年一九七〇年一九七二年一九七三年

(昭和四十八)㍗

一九七四年一九七五年一九七七年一九七九年一九八二年一九八三年一九八六年一九八七年

(昭和四十九)(昭和五十)(昭和五十二)(昭和五十四)(昭和五十七)(昭和五十八)(昭和六十一)(昭和六十二)

･山口県商工指導センターができる｡･山口松下電器ができる.･豪雨で戦後最大の水害となる｡･矢原河川敷公園できるo･山口線にsLさよなら列車はしるo･維新百年記念公園ができる｡･愛児園湯田保育所ができるo･椙野川の矢原堰が可動式になるo･山口県衛生公害センターができる｡･山陽新幹線が開通するo･雷田原に県学校給食総合センタ-ができるo･sL　｢やまぐち号｣　が走り始めるo･山口バイパスが開通する｡･中国自動車道が全線開通する｡･山口県流通センターができる｡･大歳公民館･大歳出張所が現在地に新築されるo

朝田墳墓群公園開園する｡｢ポリテクセンタ-山口｣　開校するo〝弥生こぶし〟　が開花する｡県立山口養護学校開校するo
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あとがき

あ　と　が　き

｢郷土｣　あるいは　｢ふるさと｣　とは'生れ育った場所というのが､老若に共通するイメージですo

そしてへ　郷土の先人がはぐくみ築いてきたその　｢ふるさと｣　が､どのような歩みを経て今日に至ったかを知り､それを永く後世に伝えることは､現代を生きる私達の大切な務めだといわれています｡
しかしー残念なことに市域の中では大歳地区のみが郷土史　(地区史)　を持っていませんでしたo　昭

和六十二年　(一九八七)､なんとか郷土史ができないものかと､当時の蔵成秋次大歳公民館長　(出張所長)　や平川英夫氏の呼びかけで発足したのが､｢大歳史談会｣　(初代会長　平川英夫)　です｡編さんに向けて史料の発掘や調査研究に取りかかりましたものの､まもなく会長が病に倒れて休止｡平成四年　(一九九二)　から改めての再出発でした｡同十一年､山本克己公民館長　(出張所長)　のもとで'大歳自治振興会による郷土史編さん事業がようやく軌道に乗り､同年十一月に鷲尾泰治自治振興会長より止式に大歳史談会へ編さん作業が委嘱されることになりました｡史談会では､直ちに編さん三力年計画を立案して､地区史編さん委員会　(自治振興会理事会)　の承認を得たのが同年十1　月ですo　こうして委嘱された編さん作業は発進し､苦難の道をたどりながらも､どうやら予定どおり執筆を終り､ここに発刊の運びとなりましたo

これもひとえに､歴代の大歳自治振興会長･大歳公民館長　(出張所長)　はじめ地区民のー暖いご声
援とご協力があったれはこそと､改めて厚くお礼を申し上げる次第ですo　また'広田暢久氏(元山口県文書館副館長)　には､顧問としての助言指導をはじめ執筆原稿の監修まで心よくお引受けいただき､本書が史書としてより正確を期することができましたことに心から感謝申し上げます.なお､印刷に
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あとがき

っいて㈲嶋村印刷所　嶋村竹l氏の惜しみない協力のあったことも付記しておきます0

本書は'大歳史談会員によって執筆いたしましたが､執筆分担は次のとおりです｡

林　梓-大歳の自然　　　　　　　　藤井　晃-民俗(年中行事)山内明一-歴史(原始古代･中世･近　　山根由江-民俗(方言)

世･近代)　　　　　　　　長岡速‡土ホ教･民間信仰

民俗(衣･食･住)　　　　　　小嶋道男-人物

石村良太-歴史(現代)　　　　　　　　長腐敏郎1名所旧跡池田　正-民俗(農作業)

写真は､グラビアについては主に栗林和彦氏にお願いしたほか､林･小嶋･長広が担当｡また,カッ

トについては大隅頑次郎氏のご協力をいただきましたD

最後に､この『郷土大歳のあゆみ』は､太古の昔から歩み続けてきた〟農村ふるさと大歳″の姿や

歴史を明らかにすることに力をそそぎました｡新しくこの地区に移り住まれた方々ともども､この美しい風土や良き伝統を受け継いで'私たちの住む大歳地区に一層愛着を持たれることを願って筆をおきます｡

大歳史談会

会　長　山　内　明一

郷土大歳のあゆみ
平成十凶作十二月十日発行

編　集　大歳地区史編纂委員会

(大歳史談会)

発　行　大歳自治振興会印　刷　㈲嶋利印刷所
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◎郷之J岩槻トンネル

⑳郷之尾促の牌

o石'iif一等水畔点

⑩山下玄良顕杉牌

⑳最明寺

⑳ TTl中平四郎翁顕彰碑

⑬恵美須社
◎朝田神社

◎大歳様
⑳養71.,守

⑳　-坦塚跡

⑳　しらべの蘇

⑳　阿弥陀聖跡

⑳矢原-等/J<準点

⑳吉富簡　旧宅

⑳人曲り

⑳周布政之助好日彰碑

⑳杉Hl誉垂軌等彰碑

湯田

⊂麺垂⊃
①大歳公Li館　大l歳出張所

②大歳郵便局
③県矧鬼保健研究センター

㊨ ,Lu,一立ILrn養護学校

⑤鴻南中学校
⑥ポリテクセンターIllL｣

⑦山口測候所

⑧県母子福祉センター

⑨大歳警賀田尉在所

⑬湯田中継ポンプ場

⑪山口インフォメ-ション　カレッジ

⑫山口コ　メディカル学院

⑬山tj市果卸売市域

⑭　LJ A山口中央九:.LR支所

⑬旭幼稚園
⑩ l川J松ド唱器KK

①愛児園拐Eu保再所

⑩山L｣小郡地域広域水道仕業Eil


